
11
月
25
日
（
金
）
15
時

よ
り
「
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
）

（
団
交
）

・
平
成
28
年
度
の
年
末
手

当
・
年
末
賞
与
（
Ｊ
Ｒ

四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
）

・
改
正
育
児
・
介
護
休
業

法
に
伴
う
制
度
変
更
に

つ
い
て

（
青
女
）

・
夏
レ
ク

（
政
治
）

・
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る

国
会
議
員
連
絡
会

（
政
策
）

・
税
制
特
例
の
延
長
・
恒

久
化
に
向
け
た
取
り
組

み

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門

委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
役
員
セ
ミ
ナ
ー

・
賃
金
対
策
委
員
会

・
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
地
方
議
員
団
会
議
総
会

・
国
会
議
員
懇
談
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
拡
大
代
表
者
会
議

【
議
事
】

①
平
成
28
年
度
の
年
末
手

当
・
年
末
賞
与
の
妥
結

承
認
に
つ
い
て

②
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
新
春

セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
に

つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
新
春

交
歓
会
」
の
開
催
に
つ

い
て

・
出
席
者
・
招
待
者
に

つ
い
て

・
特
別
功
労
者
表
彰
に

つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
30

回
定
期
本
部
委
員
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

・
招
集
に
つ
い
て

・
特
別
本
部
委
員
、
傍

聴
者
及
び
会
場
係
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
活
動
方
針
骨
子
（
案
）

に
つ
い
て

⑤
交
運
共
済
「
共
済
担
当

者
会
議
」
の
開
催
に
つ

い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

・
分
会
大
会
の
開
催
日
程

に
つ
い
て

・
第
３
回
30
周
年
記
念
事

業
検
討
委
員
会
の
開
催

に
つ
い
て

・
第
１
回
男
女
平
等
参
画

推
進
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
次
期
（
第
６
回
）
執
行

委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
・
そ
の
他

年
末
手
当
妥
結

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

昨
年
を
上
回
る
回
答
を
獲
得
！

エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
・
契
約
社
員
も

昨
年
を
上
回
る
回
答

本
部
は
、
「
平
成
28
年
度
年
末
手
当
の

要
求
（
申
第
７
号
）
」
「
準
組
合
員
（
エ

キ
ス
パ
ー
ト
社
員
）
の
年
末
一
時
金
の
要

求
（
申
第
８
号
）
」
及
び
「
準
組
合
員

（
契
約
社
員
）
の
年
末
一
時
金
の
要
求

（
申
第
９
号
）
」
に
つ
い
て
、
10
月
27
日

の
主
旨
説
明
以
降
、
要
求
獲
得
に
向
け
て

精
力
的
に
交
渉
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
11
月
22
日
の
団
体
交
渉
に

お
い
て
、
昨
年
を
上
回
る
回
答
を
引
き
出

せ
た
こ
と
か
ら
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー
ス

Ｎ
ｏ
10
」
参
照
）

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

粘
り
強
く
交
渉
し

２
．
48
ヶ
月
分
を
獲
得
！

本
部
は
、
「
平
成
28
年
度
年
末
賞
与
の

要
求
（
申
第
10
号
）
」
及
び
「
平
成
28
年

度
準
組
合
員
（
契
約
社
員
）
の
年
末
賞
与

の
要
求
（
申
第
11
号
）
」
に
つ
い
て
、
10

月
31
日
の
主
旨
説
明
以
降
、
要
求
獲
得
に

向
け
て
精
力
的
に
交
渉
を
重
ね
て
き
た
が
、

11
月
16
日
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
、
２
．

48
ヶ
月
と
い
う
回
答
を
引
き
出
し
、
検
討

し
た
結
果
、
こ
れ
以
上
の
前
進
は
な
い
と

判
断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
自
動
車
支

部
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
ｏ
５
」
参
照
）

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

各
支
部
で
は
、
定
期

大
会
の
終
了
を
受
け
、

順
次
分
会
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に
は

42
の
分
会
が
あ
り
ま
す

が
、
12
月
10
日
時
点
で

40
の
分
会
で
大
会
が
終

了
し
ま
し
た
。
各
分
会

大
会
で
は
、
分
会
執
行

部
か
ら
平
成
27
年
度
の

一
般
経
過
報
告
、
決
算

報
告
、
会
計
監
査
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

平
成
28
年
度
活
動
方
針

（
案
）
と
予
算
（
案
）

が
提
起
さ
れ
、
各
職
場

か
ら
集
ま
っ
た
代
議
員

か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し

た

。

質

疑

で

は

、

「
安
全
・
安
定
・
安
心

輸
送
の
確
立
」
「
組
織

の
強
化
・
拡
大
」
「
職

場
環
境
の
改
善
」
「
政

策
課
題
解
決
」
「
政
治
・

共
闘
」
等
を
中
心
に
意

見
が
出
さ
れ
、
執
行
部

か
ら
の
答
弁
の
後
、
全

体
の
拍
手
を
持
っ
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
分
会
長
に
よ
る
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く

く
り
、
終
了
し
て
い
ま

す
。今

後
、
残
り
の
２
分

会
に
お
い
て
も
分
会
大

会
が
順
次
開
催
さ
れ
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
規
約

に
よ
っ
て
、
分
会
大
会

は
、
毎
年
支
部
大
会
終

了
後
３
ヶ
月
以
内
に
開

催
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

コ
ラ
ム

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、

11
月
17
日
（
木
）
衆
議

院
会
館
に
お
い
て
、
第

14
回
「
四
国
の
鉄
道
を

考
え
る
国
会
議
員
連
絡

会
」
を
開
催
し
た
。

会
議
に
は
、
連
絡
会

に
加
入
す
る
国
会
議
員

及
び
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
役
員
並
び
に

会
社
幹
部
ら
総
勢
18
名

が
参
加
し
、
座
長
に
玉

木
事
務
局
長
を
選
出
し

議
事
に
入
り
、
役
員
変

更
に
つ
い
て
新
た
に
小

川
会
長
を
選
出
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て

中
濱
委
員
長
は
「
Ｊ
Ｒ

が
発
足
し
て
30
年
を
迎

え
る
中
、
三
島
・
貨
物

会
社
に
与
え
ら
れ
た
経

営
安
定
基
金
や
税
制
特

例
な
ど
は
、
地
方
の
鉄

道
網
を
何
と
か
維
持
す

る
た
め
の
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
き
た
が
、

そ
れ
も
限
界
を
迎
え
つ

つ
あ
る
。
四
国
の
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
税
制

特
例
の
延
長
、
更
に
高

速
鉄
道
・
整
備
新
幹
線

導
入
に
よ
る
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
四

国
の
鉄
道
の
活
性
化
に

対
す
る
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。
」
と
訴
え
た
。

次
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

松
岡
会
長
か
ら
政
策
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
や
Ｊ
Ｒ
連
合
を
取

り
巻
く
情
勢
等
に
つ
い

て
挨
拶
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
四
国

の
現
状
と
今
後
の
経
営

課
題
及
び
収
入
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
、
並

び
に
四
国
へ
の
新
幹
線

導
入
に
向
け
た
主
な
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
後
、
出
席

し
た
国
会
議
員
を
は
じ

め
と
す
る
参
加
者
に
よ

り
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

第
14
回

「
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る

国
会
議
員
連
絡
会
」
開
催
！

今
後
の
課
題
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
！



２
０
１
７
税
制
改
正
に

係
る
課
題
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
連
合
役
員
及
び
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
中
濱
執
行
委
員
長

を
は
じ
め
各
単
組
の
代
表

者
は
、
11
月
16
日
（
水
）

に
麻
生
財
務
大
臣
、
11
月

21
日
（
月
）
に
高
市
総
務

大
臣
、
11
月
22
日
（
火
）

に
は
石
井
国
土
交
通
大
臣

に
対
し
、
要
請
行
動
を
実

施
し
た
。

要
請
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
談
会
の

髙
木
会
長
よ
り
、
自
然
災

害
や
高
齢
化
・
人
口
減
少

等
の
厳
し
い
環
境
下
で
も

Ｊ
Ｒ
労
使
が
努
力
を
重
ね

て
き
た
こ
と
や
、
経
営
を

支
え
る
税
制
特
例
措
置
の

必
要
性
等
を
訴
え
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
松
岡
会
長
か

ら
は
、
要
請
内
容
の
全
体

像
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

国
鉄
改
革
か
ら
30
年
を
経

た
現
在
、
依
然
と
し
て
現

行
の
税
制
特
例
措
置
が
二

島
会
社
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経

営
の
生
命
線
で
あ
る
こ
と
、

安
全
を
基
軸
と
し
た
労
使

の
努
力
、
経
営
支
援
措
置

の
継
続
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

中
濱
執
行
委
員
長
か
ら
は
、

現
行
の
税
制
特
例
措
置
が

経
営
を
支
え
る
効
果
の
大

き
さ
や
、
大
き
な
収
入
の

柱
が
無
い
中
で
の
労
使
の

努
力
の
積
み
重
ね
、
今
後

も
地
方
の
鉄
道
網
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
も
支
援

の
継
続
を
要
請
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
請
に
対
し
、

麻
生
財
務
大
臣
か
ら
は
、

日
本
の
鉄
道
網
が
世
界
に

類
例
の
無
い
誇
る
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
、
日
本
列

島
に
お
け
る
鉄
道
の
有
用

性
と
技
術
力
の
高
さ
、
今

後
の
経
済
・
社
会
に
お
け

る
必
要
性
の
大
き
さ
、
そ

し
て
安
全
性
や
定
時
性
と

い
う
特
性
を
活
か
し
た
積

極
的
な
鉄
道
経
営
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
、
言
及
・

応
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

高
市
総
務
大
臣
か
ら
は
、

要
請
内
容
に
つ
い
て
国
土

交
通
省
か
ら
も
要
望
を
受

け
て
い
る
こ
と
に
触
れ
つ

つ
、
人
流
・
物
流
と
も
に

多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
税
制
面
を
含

む
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ

と
に
理
解
を
示
す
応
答
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
石
井

国
土
交
通
大
臣
か
ら
は
、

国
交
省
と
し
て
も
各
税
制

特
例
措
置
が
重
要
で
あ
り

継
続
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
こ
と
、
今
後
税

務
当
局
と
の
折
衝
を
行
う

旨
の
応
答
が
あ
っ
た
。

「第３０回定期本部委員会」
の開催について

1 日時 平成２9年２月10日（金）
13時より17時まで

２ 場所 「ホテルサンルート瀬戸大橋」
３ 議題 (1)定期大会以降の経過について

(2)2017春季生活闘争方針をはじめ
とする当面の活動方針（案）

(3)その他

２０１７年「新春セミナー」及び
「新春交歓会」の開催について

1 日時 平成２９年１月９日（月）１１時より

２ 場所 「ホテルサンルート瀬戸大橋」

３ 内容 11:00「新春セミナー」開会

12:30「新春セミナー」閉会

13:00「新春交歓会」開会

15:30「新春交歓会」閉会

11
月
24
日
（
木
）
、

徳
島
県
徳
島
市
の
「
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
」

に
お
い
て
、
「
四
国
交

運
労
協
第
28
回
定
期
総

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
井
上
議
長
は
、

一
年
間
の
取
り
組
み
と

四
交
運
へ
の
協
力
に
感

謝
、
熊
本
地
震
を
は
じ

め
と
す
る
自
然
災
害
に

よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
へ
哀
悼
の
意
を
述
べ

た
後
、
政
治
情
勢
、
２

０
１
７
春
闘
の
取
り
組

み
、
交
通
運
輸
産
業
に

お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
対
し
問
題
提
起

を
行
う
と
と
も
に
交
通

政
策
の
実
現
に
向
け
た

諸
行
動
へ
の
協
力
を
要

請
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て

参
加
頂
い
た
中
央
交
運

労
協
の
慶
島
事
務
局
次

長
は
、
安
全
・
安
心
な

交
通
運
輸
産
業
の
確
立
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
確
立
、
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に

対
す
る
対
応
等
に
つ
い

て
問
題
を
提
起
し
議
論

を
促
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
よ

り
、
２
０
１
５
年
度
活

動
経
過
及
び
決
算
報
告
・

会
計
監
査
報
告
、
２
０

１

６

年

度

活

動

方

針

（
案
）
予
算
（
案
）
の

提
案
を
受
け
議
論
の
後
、

議
事
は
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
１
６
年

度
役
員
選
出
で
は
、
嶋

田
副
委
員
長
が
事
務
局

長
に
浦
川
執
行
委
員
と

中
野
執
行
委
員
が
幹
事

に
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
た
。

四
国
交
運
労
協
第
28
回
定
期
総
会
開
催

12

月
３
日
（
土
）
香

川
県
丸
亀
市
「
丸
亀
市

民
体
育
館
」
に
お
い
て
、

本
部
主
催
「
第
５
回
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
四
国
各
地

よ
り
１
３
５
名
の
組
合

員
が
参
加
し
、
昨
年
同

様
３
チ
ー
ム
ご
と
の
予

選
リ
ー
グ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

５
回
目
の
大
会
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
年
々

レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
中
、

過
去
の
経
験
を
元
に
各

チ
ー
ム
で
戦
術
を
練
り
、

決
勝
リ
ー
グ
進
出
を
目

指
し
真
剣
勝
負
を
繰
り

広
げ
、
プ
レ
ー
す
る
者
、

応
援
す
る
者
が
一
体
と

な
っ
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

決
勝
リ
ー
グ
は
、
連

覇
の
か
か
っ
た
「
高
知

支
部
チ
ー
ム
」
、
２
年

ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す

「
香
川
支
部
Ｂ
チ
ー
ム
」
、

初
優
勝
を
目
指
す
「
本

社
支
部
チ
ー
ム
」
の
戦

い
と
な
り
、
熱
戦
の
末

「
高
知
支
部
チ
ー
ム
」

が
見
事
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
優
勝

高
知
支
部
チ
ー
ム

○
準
優
勝

本
社
支
部
チ
ー
ム

○
３
位

香
川
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
４
位

愛
媛
支
部
チ
ー
ム

第
５
回
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
開
催
！

「高
知
支
部
チ
ー
ム
」２
連
覇
!!

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ

四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
自
立

経
営
確
保
を
は
じ
め
『
Ｊ

Ｒ
が
抱
え
る
重
要
課
題
』

の
解
決
を
求
め
る
署
名
に

全
組
合
員
総
力
を
あ
げ
て

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
目
標
を
超
え
る
１

０
，
０
２
５
筆
を
集
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
各
位
の
協
力
に

改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

署
名
活
動
の
取
り
組
み
に
感
謝
！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
１
０
，
０
２
５
筆
を
集
約

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
今

年
度
末
で
期
限
切
れ
を
迎

え
る
税
制
特
例
措
置
（
二

島
・
承
継
特
例
等
）
の
延

長
・
恒
久
化
に
向
け
、
今

日
ま
で
組
織
の
総
力
を
あ

げ
て
支
援
策
実
現
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
12
月
８
日

に
平
成
29
年
度
税
制
改
正

大
綱
が
決
定
さ
れ
、
二
島
・

承
継
特
例
が
５
年
間
延
長

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
こ
と
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
を
中
心
に
地
方
議
会
で

の
意
見
書
採
択
及
び
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
全
組
合
員
で
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ

署
名
活
動
等
様
々
な
行
動
、

並
び
に
「
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会

議
員
懇
談
会
」
「
21
世
紀

の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
及
び
「
四
国
の
鉄

道
を
考
え
る
国
会
議
員
連

絡
会
」
に
お
い
て
当
該
税

制
特
例
措
置
の
必
要
性
を

繰
り
返
し
訴
え
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
決
定
に
至
り
ま

し
た
。

今
回
の
政
策
実
現
行
動

に
対
し
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
国
会
議
員
各
位
、
県
・

市
・
町
議
各
位
、
並
び
に

各
県
協
を
は
じ
め
組
合
員

の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

<

具
体
的
内
容>

【
二
島
特
例
を
５
年
延
長
】

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
及
び
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
が
所
有
し
又
は

借
り
受
け
て
い
る
固
定
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準

を
１
／
２
と
す
る
軽
減
措

置
を
５
年
延
長

【
承
継
特
例
を
５
年
延
長
】

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
及
び
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
並
び
に
日
本
貨

物
鉄
道
株
式
会
社
が
国
鉄

か
ら
承
継
し
た
本
来
事
業

用
固
定
資
産
に
係
る
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
の

課
税
標
準
を
３
／
５
と
す

る
軽
減
措
置
を
５
年
延
長

税
制
改
正
大
綱
が
決
定
！

税
制
特
例
措
置
に
よ
る
支
援
の

延
長
に
向
け
大
き
く
前
進
！


